

























ΔSIS1 に SP-SIS1 同様の分泌シグナルを付加した SP-ΔSIS1 の三種類の過剰発現体を作製し、表現型
解析を行った。SIS1 及び前述の三種類のコンストラクトにおける細胞内局在を調べるため、各 C 末端
に蛍光タンパク質 Venus を付加してミヤコグサおよびタバコ(Nicotiana benthamiana)で発現させ、蛍
光局在を調べた。 
 
【実験結果と考察】qRT-PCR により SIS1 の過剰発現が確認できた個体では、菌根菌感染率が野生型






SIS1 が元来持つ分泌シグナルは、植物細胞内でも機能すると考えられる。また、SIS1 や SP-ΔSIS1の
過剰発現体で感染率や樹枝状体形成率の上昇など表現型の変化が見られたのに対し、同じく分泌された
SP-SIS1 ではそれらの表現型が見られないことから、分泌時にシグナル配列が取り除かれ、分泌シグナ
ルの無い状態の SIS1 が植物と菌境界のアポプラスト空間で機能すると考えられる。 
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